
家に があるうちに特集

夢・抱負
今までお世話になった方々への感謝の

気持ちを忘れず、少しずつ恩返しをして
いきたいです。成人としての責任を持っ
て、立派な大人になりたいです。
ふるさと多可町へ
多可町の温かい方たちの中に囲まれて

成長でき、感謝しています。故郷である
多可町が今後さらに活気ある町になって
いることを願っています。
感謝を伝えたい人
両親です。20年間、どんなときも温

かくときに厳しく育ててくれた両親に本
当に感謝しています。
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町政 P i c K U P

令
和
３
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
引
き
続
き
感
染
症
と
の
戦

い
は
続
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
就
任
時
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る「
住
民
皆
さ
ん
の
安
全
・
安

心
」を
最
優
先
に
、「
地
域
共
生
社

会
」「
子
育
て
支
援
」「
人
権
尊
重

の
ま
ち
づ
く
り
」な
ど
、
住
み
や

す
さ
教
育
を
軸
と
し
た
き
め
細

や
か
な
施
策
を
着
実
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

①
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

救
急
・
消
防
の
24
時
間
体
制

の
拠
点
と
し
て
、
中
区
茂
利
地

内
に
多
可
出
張
所
の
整
備
を
行

い
ま
す
。

社
会
基
盤
整
備
と
し
て
、
豊

部
バ
イ
パ
ス
な
ど
の
道
路
改
良

工
事
を
実
施
す
る
ほ
か
、
道
路

舗
装
修
繕
、
橋
梁
施
設
点
検
を

行
い
、
計
画
的
で
効
率
的
な
老

朽
化
対
策
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
西
脇
多
可
行
政
事
務

組
合
へ
の
負
担
金
と
し
て
、
新

み
ぎ
処
理
施
設
整
備
事
業
に
お

い
て
、
用
地
買
収
、
造
成
工
事

な
ど
に
係
る
負
担
金
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

②
官
民
連
携
の
推
進

「
民
で
で
き
る
こ
と
は
民
で
」

を
テ
ー
マ
に
、
町
内
観
光
施
設

な
ど
の
民
間
運
営
へ
の
移
行
な

ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

③
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
に
よ

る
地
域
力
・
住
民
力
の
向
上

「
コ
ー
ク
ゼ
ミ（
あ
っ
た
か
は

〜
と
ら
い
ん
」の
継
続
、「
ふ
く

し
総
合
相
談
窓
口
」を
活
用
し
た

体
制
強
化
に
務
め
、
地
域
共
生

社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
障
害
学
習
を
通
じ
た

ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な（
仮
称
）

多
可
町
障
害
学
習
セ
ン
タ
ー
の

建
設
に
関
す
る
機
能
・
規
模
等

に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
を
行

い
ま
す
。

④
人
権
尊
重
の
ま
ち
を
つ
く
る

部
落
差
別
解
消
に
関
す
る「
基

本
計
画
」「
実
施
計
画
」の
策
定

を
行
い
ま
す
。

ま
た
、「
多
可
町
い
じ
め
防
止

等
に
関
す
る
条
例
」制
定
の
精
神

の
も
と
、「
い
の
ち
と
人
権
を
守

る
教
育
」を
最
重
要
課
題
と
位
置

づ
け
、
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑤
ま
ち
へ
の
愛
着
を
醸
成
し
、

定
住
促
進
を
図
る

多
可
町
の
魅
力
を
発
信
し
、

移
住
･
定
住
促
進
を
進
め
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
運
営
を
外

部
委
託
し
、
柔
軟
な
発
想
で
さ

ら
な
る
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

⑥
地
域
特
性
を
活
か
し
た
多
可

町
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進

多
可
町
産
山
田
錦
の
契
約
栽

培
、
お
よ
び
村
米
制
度
な
ど
に

よ
る
産
地
と
酒
蔵
の
連
携
を
強

化
し
ま
す
。

ま
た
、
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
事
業
の
対
象
農
地
を
拡
大

し
、
遊
休
農
地
の
発
生
を
防
止

し
ま
す
。

再
興
か
ら
50
年
を
経
た
杉
原

紙
の
商
品
開
発
へ
の
取
り
組
み

を
強
化
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
経
済
対
策
と
し
て
多
可
町

商
工
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
商

工
業
お
よ
び
地
場
産
業「
播
州

織
」の
支
援
を
進
め
ま
す
。

2
年
目
を
迎
え
る
地
域
商
社

「
R
A
K
U
」で
は
、
地
元
産
品

の
商
品
開
発
や
ふ
る
さ
と
納
税

額
の
増
加
に
引
き
続
き
注
力
し

て
い
き
ま
す
。

⑦
子
育
て
支
援
ゾ
ー
ン
の
整
備

と
子
育
て
支
援
の
充
実

「
子
育
て
す
る
な
ら
多
可
町
」

を
合
言
葉
に
、
医
療
・
保
育
の

体
制
を
整
え
、
子
育
て
負
担
の

軽
減
と
子
育
て
支
援
を
充
実
し

ま
す
。

「
子
ど
も
家
庭
総
合
施
設
拠

点
」を
設
置
し
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
･

サ
ポ
ー
ト
･
セ
ン
タ
ー
」と
も
連

携
し
な
が
ら
、
効
果
的
な
サ
ポ

ー
ト
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

３
〜
５
歳
児
と
、
０
〜
２
歳

児
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
子

ど
も
の
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
の
実
施
に
加
え
、
認
定
こ

ど
も
園
な
ど
に
主
食
費
を
支
払

っ
て
い
る
保
護
者
等
に
対
し
、

主
食
費
助
成
金
の
支
援
を
始
め

ま
す
。学校

教
育
に
お
い
て
は
、

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ

る
高
速
大
容
量
通
信
環
境
と
１

人
１
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
整
備

な
ど
充
実
し
た
学
習
環
境
や
新

た
な
学
び
の
形
の
提
供
を
通
じ
、

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
を
支
援

し
ま
す
。

町税　17.5％
20億5,738万円

国庫支出金　8.5％
9億9,506万円

地方交付税　39.7％
46億6,000万円

町債　8.3％
9億7,475万円

県支出金　8.6％
10億1,947万円

地方消費税交付金
3.8％　
4億7,740万円

繰入金　6.7％
7億8,580万円

その他　6.9％
8億614万円

歳入 歳出
116億4,700万円 116億4,700万円

総務費　12.7％
14億9,326万円

民生費　28.8％
33億8,059万円

衛生費　6.7％
7億8,424万円

農林水産業費　7.2％
8億5,156万円

商工費　1.9％
2億2,200万円

土木費　10.1％
11億8,606万円

消防費　7.3％
8億5,345万円

教育費　8.9％
10億4,709万円

公債費　14.1％
16億5,463万円

その他　2.3％
2億7,312万円

　５月11日から、農業委員会が新体制でスタートしました。
　農業委員会は、法律により市町村に設置が義務付けられた、町から独立した行政機関です。
　農地の貸借・売買や農地の転用（農地以外の目的に使用すること）などをするときは、必ず
農業委員会に申請する必要があります。
　農業委員会での審議後、農業委員会または県知事が発行する許可証がないと、農地の貸
借・売買や転用はできません。

※一本算定
　普通交付税は、市町村合併により縮減されることになっていますが、急激
な地域間格差の拡大を避けるため、合併から10年間は旧町ごとに算定した額
の合計が配分され、その後段階的な減額を経て、15年目以降は一つの町とし
て算定(一本算定)した額が配分されます。

　施政方針の詳細は、町のホームページで
　ご覧いただけます。
「多可町」で検索するか、下記のQRコード
　を読み取ってください。

地域振興課商工連携室　☎（32）4779

一般会計　　　

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

学校給食事業特別会計

診療所事業特別会計

宅地造成事業特別会計

115億2,481万円

23億8,206万円

3億 820万円

26億8,471万円

1億9,939万円

1億1,084万円

894万円

113億4,190万円

23億3,799万円

2億9,931万円

26億4,851万円

1億9,899万円

1億1,020万円

772万円

5億5,771万円

6,252万円

10億4,753万円

9億8,743万円

4億8,369万円

2億1,358万円

9億7,392万円

14億3,690万円

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支
下水道
事業会計

水　　道
事業会計

歳　入 歳　出会　計

特
別
会
計

企
業
会
計

差引額

１億8,291万円

4,407万円

889万円

3,620万円

40万円

64万円

122万円

7,402万円

▲１億5,106万円

7,361万円

▲４億4,947万円
※水道事業と下水道事業の会計は減価償却や引当金といった現金を伴わない取引も含みます。

農業委員会新体制スタート

多可町農業委員会担当地区（敬称略）

大　屋
坂　本
中　村
横　屋
下　村
門　田
赤　坂
俵　田
中野間
仕出原
下野間

　 下三原
大和（柳山寺）
大和（中三原）
大和（上三原）

山寄上
鳥　羽
清　水
　轟
山　口
西　山
丹　治
市　原
大　袋
三　谷
門　村
箸　荷
杉　原
奥豊部
観音寺
豊　部
熊野部
岩座神
棚　釜
多　田
奥荒田
的　場
寺　内
西　脇
山野部

門　前
安楽田
東　山
田野口
牧　野
鍛冶屋
天　田
間　子
岸　上
高　岸
奥　中
徳　畑
茂　利
中村町
安　坂
糀　屋
坂　本
曽我井
森　本
西安田
中安田
東安田

高山 正博

藤井 良夫

真鍋 忠由

德平 忠久
長谷川芳孝

伊藤 利一

土田　学

吉田 継夫

有延 岩男

髙澤 道夫

笹倉 正博

石丸 恒夫

安田 一司

今中 明

宮崎 信彦

白川 久義 

祐尾 博

森本 寿文

藤本 茂祐

藤本 雅昭

棚倉 修規

門脇 和志

宮崎 史郎

渡邊 嗣郎

柴田 貞美

小林 寛明

益田 敦弘

集落名 農業委員 最適化推進委員 集落名 農業委員 最適化推進委員 集落名 農業委員 最適化推進委員
中区 加美区 八千代区

任期：令和３年5月11日～令和６年5月10日

区代表

会長
職務代理

区代表

副会長

区代表

木原 浩則

（山寄上
　　～市原）

（大袋
　～観音寺）

（豊部
　～多田）

・会　長　　高山正博さん ・会長職務代理　　棚倉修規さん
・副会長　　宮崎信彦さん
・区代表　　藤井良夫さん（中区）、石丸恒夫さん（加美区）、門脇和志さん（八千代区）

■農業委員の役割

①農地の貸借・売買の許可、決定など
および農地転用許可への意見
・農地の貸借・売買、農地転用許可について
の相談や、総会での審議を行います。

②農地利用最適化推進指針などの作成
・農地の利用最適化の推進に関する目標や推
進の方法について指針を定めます。
・農地利用最適化推進委員の意見を聴きなが
ら、活動計画を作成します。

■農地利用最適化推進委員の役割

①担当地区での農地利用の最適化のための推進
活動
・担い手への農地利用の集積・集約化
・耕作放棄地の発生防止・解消
・新規就農者や人・農地プラン作成などの相
談活動

②必要に応じて総会などに出席し、農地利用の
最適化推進に関する意見提出

③農地利用最適化推進指針の作成への参画

■問合先　産業振興課　☎（32）2388

『
地
域
の
学
校
教
育
の
あ
り
方
を
考
え
る
会
』の

協
議
の
経
過
と
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

多
可
町
教
育
委
員
会
で
は
、

昨
年
７
月
に『
地
域
の
学
校
教

育
の
あ
り
方
を
考
え
る
会
』を

立
ち
上
げ
、
近
い
将
来
の
小
中

学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話
し

合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
協
議

の
経
過
と
今
後
の
進
め
方
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
１
回（
令
和
２
年
７
月
31
日
）

児
童
・
生
徒
数
な
ど
学
校
の
現
状
説
明

　

「
ク
ラ
ス
替
え
が
で
き
な
い
」「
部
活
動

が
合
同
チ
ー
ム
」な
ど
学
校
の
課
題
や
、
町

全
体
の
出
生
数
が
年
間
77
人
ま
で
減
少
し

て
い
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

第
２
〜
４
回（
令
和
２
年
９
月
〜
11
月
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
お
よ
び
意
見
交
換

学
校
の
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
、

「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
望
ま
し
い
教

育
環
境
」に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し

た
。※

下
記
参
照

第
５
回（
令
和
３
年
３
月
10
日
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
テ
ー
マ
：
中
学

校
）を
実
施

「
望
ま
し
い
教
育
環
境
」を
実
現
す
る
た

め
、
中
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

　

議
論
の
中
で
は
、「
中
学
校
を
統
合
す

る
こ
と
も
仕
方
な
い
の
で
は…

」と
い
う

意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
場
合
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
と
し
て
、「
通
学
時
間
や
通
学
方

法
、
人
間
関
係
と
心
の
ケ
ア
体
制
、
財
政

面
、
地
域
に
学
校
が
な
く
な
る
不
安
』な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、「
学
校
統
合
せ
ず
に
、
も
う

少
し
小
規
模
校
の
ま
ま
で
継
続
で
き
な
い

か
」と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

■
協
議
の
経
過

子どもたちにとって望ましい教育環境のまとめ

■
今
後
の
進
め
方

こ
れ
ま
で
の
協
議
の
経
過
に
つ
い

て
、
６
月
以
降
に
順
次
、
住
民
説
明

会
を
開
催
し
、
保
護
者
や
地
域
の
皆

さ
ん
に
ご
報
告
し
ま
す
。
ま
た
、
皆

さ
ん
や
子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
聴
か

せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
議
論
を
深
め

て
い
き
ま
す
。

■
住
民
説
明
会
の
開
催　

就
園
前
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者
、

こ
ど
も
園
の
保
護
者
、
小
中
学
校
の

保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
を
対
象
と

し
た
説
明
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

開
催
日
時
、
場
所
な
ど
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を

見
な
が
ら
改
め
て
ご
案
内
し
ま
す
。

■
問
合
先

地
域
の
学
校
教
育
の
あ
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ゴルフ場利用税は県や市町の貴重な財源です
ゴルフ場利用税は、その10分の７がゴルフ場のある
市町に交付され、周辺環境の保全など地域の行政サービ
スを支える貴重な財源です。
■税 額 １人1日あたり300円～1,200円
※ゴルフ場の規模、利用料金等に応じて定められています。

次の人は非課税です。（※申請が必要です）
①18歳未満または70歳以上の人
②障がい者
③国民体育大会に参加する選手
④学校の教育活動としてゴルフを行う学生、
生徒、教員等
⑤国際競技大会に参加する選手 兵庫県・県税事務所

遠藤 好城

長谷川芳孝

地域の学校教育のあり方を
考える会委員構成
・代表区長（各小学校区）
・小中学校保護者代表
・こども園保護者代表
・識見を有する者
・小中学校長　      計29人


